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研究成果の概要（和文）：本研究はニューヨーク公共図書館スペンサーコレクションに所蔵される絵入り本の全容をつ
かむために、絵入り本解題目録の作成を目指して絵巻・絵本など絵入り写本類の調査研究を実施した。所蔵者の都合に
より悉皆調査は叶わなかったが、貴重な資料の調査と研究を進めることができ、その成果を『絵が物語る日本―ニュー
ヨーク　スペンサー・コレクションを訪ねて』と『アメリカに渡った物語絵―絵巻・屏風・絵本』、その英語版の報告
書『Japanese Visual Culture― Performance,Media,and Text』の三冊の論文集にまとめて刊行した。

研究成果の概要（英文）：In order to understand the whole picture of the Spencer Collection of the New York
 Public Library, this study conducted researches on the collection's Japanese illustrated scrolls and book
s aiming at publishing a critical bibliography. Though it was not allowed to view the entire collection be
cause of the Library's condition, we could proceed research and study on significant pieces. As production
 of the research, three books, AMERICA NI WATATTA MONOGATARIE --EMAKI, BYOBU, EHON--, EGA MONOGATARU NIHON
 --SPENCER COLLECTION WO TAZUNETE-- and its English version JAPANESE VISUAL CULTURE --PERFORMANCE, MEDIA, 
AND TEXT-- were published.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の中心機関となる国文学研究資料館
は、これまでに多くの在欧米日本文学資料を
扱ってきたが、特にダブリンのチェスター・
ビーティー・ライブラリィに所蔵される絵
巻・絵本の調査を館外研究者の協力のもと長
年にわたって行い、その成果として 2002 年
にチェスター・ビーティー・ライブラリィと
共編で『チェスター・ビーティー・ライブラ
リィ絵巻絵本解題目録（解題篇 P403・図録篇
P321）』（勉誠出版）を刊行した。これが一つ
の契機となり、チェスター・ビーティー・ラ
イブラリィに匹敵する有数の日本絵入り本
コレクションである、スペンサー・コレクシ
ョンの総合調査研究の機運が高まった。その
頃、すでに科研費等により共同研究を実施し
ていた研究者から情報を得て、短期間に効率
よく実行できるよう計画されたものである。 
 
２．研究の目的 
海外に流出した絵巻物や絵本、また絵入り版
本は、現在の日本では見られなくなった稀覯
本を多く含んでいる。それらの資料を無視し
ての日本文学・文化の研究はもはや不可能で
あるが、所在する文庫が遠隔の地にあり、ま
た目録などが整備されていないことから、そ
の研究は非常に困難であると言わざるを得
なかった。在外の絵巻物・絵本・絵入り版本
の正確な情報と内容の紹介が、国文学研究の
みならず、美術史や文化史の上からも切望さ
れている所以である。ニューヨーク公共図書
館のスペンサーコレクションは、620 余点に
及ぶ世界有数の優れた日本前近代の絵入り
本資料を所蔵しており、その内容は、文学・
宗教・歴史・地理・記録・芸能・風俗・有職・
本草など、多岐にわたり、その形態も絵巻・
絵本・画帖・一枚物など実に多様である。こ
のコレクションを総合調査研究することは、
日本絵入り本史の研究に繋がると言っても
過言ではなく、本研究はその全容をつかむた
め、絵入り本解題目録の作成を目的に計画さ
れた。ただし、コレクションの内、絵入り版
本に限ってはロジャー・キーズによって英文
による展示図録が刊行されているので、今回
の調査対象は絵巻・絵本など絵入り写本約
480 点に絞った。 
 
３．研究の方法 
本研究を実施するために次の方針をたてた。
(1)スペンサーコレクションの資料を調査す
るに当たって、絵入り本に対応した書誌情報
を記入できるカードを作製する。(2)対象と
なる資料について、調査カードによる書誌を
中心とした調査を行い、また、所蔵者の許可
を得てデジタル・カメラで簡易撮影を行う。
(3)研究支援者を使用して調査済み書誌カー

ドの整理と、撮影した写真データの点検整理
を行い、国内資料と比較照合して基礎作業に
当たる。(4)調査対象の中から、希少性の高
いもの、研究の必要性のあるものについては、
各専門分野の共同研究員が資料的価値を検
討する。(5)共同研究員が個別研究で得た研
究成果を研究会で発表し、その内容を検討す
る。(6)得られた研究成果は国文学研究資料
館編の刊行物や学術雑誌に掲載し、学界に発
信する。以上の方法によって遂行されたが、
これらは順次行われるのではなく、各年度に
わたって同時並行して行われた。なお、対象
となる資料が多岐多様にわたるため、各共同
研究員が専門とする資料を分担する調査体
制をとり、全体の統括を研究代表者が行った。
また、大学院生を RA として加えて計画の推
進を図った。 
 
４．研究成果 
本研究はスペンサーコレクション絵入り本
解題目録作成のための基礎作業として計画
されたが、調査を進める過程で所蔵者である
ニューヨーク公共図書館の都合により出納
不可の資料がかなりあることが判明し、悉皆
調査による解題目録の作成は断念せざるを
得なくなった。そこで、将来的な解題目録の
作成を視野に入れた総合調査を進めながら、
絵巻・絵本研究に有用な資料についての研究
により重点を置くように緩やかな変更を図
った。調査内容については研究会等で検討さ
れたが、国文学のみではなく、歴史学や美術
史学の研究者と意見交換をすることにより、
学際的な成果をあげることができた。その成
果は 2014 年 3 月に論文集『絵が物語る日本
―ニューヨーク スペンサーコレクション
を訪ねて』（三弥井書店）として刊行した。
これは、スペンサーコレクションの調査研究
を基に、絵巻・絵本など絵入り本研究の最新
の課題と方法を提示することを目的に編ん
だ論集で、「製作の場」「享受と変容」「研究
情報」の三部構成とした。「製作の場」では、
絵巻や絵本が作られる場としての「工房」と
製作に携わった「絵師」について、さらに江
戸前期に興った出版文化における絵入り本
の展開をテーマに７本の論文により多角的
に論じた。「享受と変容」は、絵巻・絵本そ
して屏風絵など、さまざまなかたちで描出さ
れた物語が、享受者の手を経て変容を遂げて
行く様相を「信仰・文芸・異文化」の三つの
方面から論じた。詳しくは５「主な発表論文
等」の〔図書〕を参照いただきたい。 
もう一つ、平成 24 年にニューヨークのコロ
ンビア大学で行われたシンポジウム「日本の
視覚文化―パフォーマンス・メディア・およ
びテキスト」に基づく研究成果について触れ
たい。このシンポジウムは、本研究による成



果を核として、日本の視覚文芸・文化を明ら
かにすることを目的に、「異界・異類の文学」
「名所と文化の時空」「王朝文学の再生」「い
くさがたりと女性」の四つの分野に分けて、
スペンサー・コレクションをはじめ、メトロ
ポリタン美術館、ボストン美術館などアメリ
カの美術館・図書館が所蔵する貴重な日本の
絵巻や屏風、絵本について、日米の研究者た
ちが文学・美術史・歴史学・宗教学などさま
ざまな視点から解き明かしたものである。成
果を、平成 25 年 3 月に『アメリカに渡った
物語絵―絵巻･屏風・絵本』（ぺりかん社）と
して出版し、また、その成果を国際的にも発
信するため英語版の報告書『Japanese Visual 
Culture― Performance,Media,and Text』（国
文学研究資料館）も作成して刊行した。 
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